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施 

策 

関 

連 

山梨県 

科学技術 

基本計画 

成長促進分野  

取組項目  

山梨県 

総合計画 

戦略1 強靭な「やまなし」を創る道 

 政策 2 防災・減災、県土の強靱化 

  施策10 富士山火山防災対策の研究と普及 

その他 

部門計画 
 

研究の背景・ 

ニーズ 

 

将来の富士山の火山活動を考える上で、最近数千年間の活動傾向をもとに“富士山が

今どのような状態にあるのか”を理解することが重要である。特に富士山では、過去の

噴火履歴において、噴火地点（山頂か山腹か）と噴火様式（爆発的か非爆発的か）が活

動傾向をとらえる重要な指標となっており、最近約2300年間は全て山腹で噴火が起こっ

たとされている（高田ほか, 2016）。 

一方で、噴火地点や噴火様式が何によって変動するのか、その要因について科学的な

解釈はまだ得られていない。これを検証する際には、それぞれの堆積物がいつ・どの火

口から噴出したものであるかという層序学的な情報が基礎となる。また、研究代表者ら

のこれまでの山麓テフラ層（火山灰や軽石などの火砕物が降り積もった地層）を対象に

実施してきた研究（R1–4富士山研究、R5–7課題研究）により、1200年前頃にも山頂噴火が起

きていた可能性が示唆され、層序に疑義が生じている。これについて確証を得るには、

山頂火口を中心とした調査研究をおこない、噴出物層序や噴火年代を明らかにする必要

がある。 

また、富士山の山頂噴火のみを考えた場合、一般に中規模とされる噴火（例えば桜島

の定常的な噴火）であっても、標高約4000 m地点から噴煙が上がると成層圏に到達しや

すく関東圏の広範囲に影響を及ぼすことが想定されるため、富士山の山頂噴火について

検討することは科学的にも防災的にも有意義である。 

研究目的 

 
過去数千年間の富士山の山頂噴火の実態を解明する。 



研究目標 

 

1. 地質調査と物質科学的分析による山頂噴火の噴火様式・噴火推移の解明 

2. 山麓テフラ層との比較による噴火年代・噴火規模の解明 

3. 古地磁気学的手法による噴火年代の解明 

研究全体の 

研究計画・ 

研究方法ならび

に研究体制 

(共同研究において

は、その必要性、

研究分担者の役割

を記入) 

研究目標1～3に対応するように、以下の計画を並行して進める。 

1. 地質調査と物質科学的分析による山頂噴火の噴火様式・噴火推移の解明 

1-1. 地質調査［亀谷・吉本・西澤・渡部・藤井・石塚・金丸・古川］ 

山頂火口周辺を中心に地質調査をおこない、層序記載と試料採取をおこなう。山

頂調査は3泊4日程度でおこない、富士山旧測候所に宿泊する。また、装備や採取

試料量に応じて、移動にはブルドーザーを利用する。火口断面や火口外側の崖の

ような危険箇所に露出した噴出物の採取は専門業者に依頼する。20–30箇所でこぶ

し大の試料を3–5個程度採取する。 

1-2. 試料分析［亀谷・西澤・渡部・安田］ 

採取した岩石試料の薄片作成および全岩主成分・微量成分化学組成分析をおこな

い、記載岩石学的特徴や化学組成の基礎データを取得する。また、テフラとの対

比など必要に応じて岩石微細組織の観察および鉱物・石基の化学組成分析をおこ

なう。産状や物質科学的特徴をふまえて噴火様式や噴火様式を検討する。 

 

2. 山麓テフラ層との比較による噴火年代・噴火規模の解明［亀谷・西澤・渡部・安田］ 

これまでに得られている各テフラ層の化学組成などの物質科学的特徴との類似性を比

較し、噴火年代を推定するとともに、噴出物の分布域に基づきLegros（2000）等の手

法を用いて噴出量を計算し、噴火規模を推定する〈補足資料4〉。比較するためのテフ

ラの分析データが十分でない場合は、全岩主成分・微量成分化学組成分析、鉱物・石

基ガラス組成分析などによりデータを拡充する。 

 

3. 古地磁気学的手法による噴火年代の解明［金丸・古川］ 

1-1の際に、専用ドリルを用いて古地磁気分析用の定方位試料も採取する。採取量は

5–10箇所程度、1箇所あたり6–10穴、1穴あたり25 cm3（1インチ径コア×5 cm、約70 

g）。試料の古地磁気方位測定をおこない、永年変化曲線と比較することにより、噴

火年代の推定をおこなう。 

 

【共同研究の必要性】 

安田教授（地震研）は、富士山の噴出物に関する物質科学的分析を長年にわたり継続的

におこなっており、既存の分析データとの比較および同じルーチンで分析するために共

同研究が必要である。金丸准教授（日本大学）と古川教授（愛知大学）は、古地磁気学

的手法を用いた火山研究に精通しており、富士山頂の噴出物の分析実績も有しているた

め、効率的に研究を遂行するために共同研究が必要である。 



前年の 

研究計画・ 

研究方法ならび

に研究成果 

（初年度の場合は

事前調査内容など

を記入） 

【事前調査】富士山の山頂噴火や山頂火口の形成過程について、既存研究のレビューを

おこなったところ（宮地, 1988；高橋ほか, 2002；安井ほか, 2003；高田ほか, 2016；山元

ほか, 2020；早川, 2023）、以下のような課題が挙げられる。高橋ほか（2002）は、山頂

と山腹で同時噴火が起こった可能性を指摘しているが、化学組成や年代をふまえた議論

はおこなわれていない。高田ほか（2016）や山元ほか（2020）は、噴出物層序、化学組

成、年代、およびテフラ層序との対応関係まで含め議論している。しかし、富士山全体

の噴火履歴を網羅的に調べたものであり、微量元素組成などの分析データ数が限られ

る。 

【過去の研究実績】これまでに研究代表者らが実施したR1–4富士山研究・R5–7課題研究

により、山麓テフラの主要層序が確立され、化学組成データも蓄積されている。R6・R7

年度には山頂周辺の堆積物の調査・分析をおこない、いくつかの噴出物について山麓テ

フラ層と対比できることが確認できた。その結果、北東～東麓に分布する約1200年前の

テフラ層と山頂堆積物の岩石学的類似性から、山頂噴火が約2300年前以降も起きていた

可能性を示唆する結果が得られている。 

今年度の 

研究実施内容 

（研究計画・ 

研究方法） 

ならびに期待さ

れる研究成果 

4～6月に岩石採取のための許可申請手続きをおこなう。7～8月に山頂の地質調査をおこ

ない、分析用サンプルを採取する。9～1月は採取したサンプルの薄片作成、全岩化学組

成分析、古地磁気分析をおこなう。2～3月は分析データの整理と解析をおこなう。これ

らにより、山頂堆積物と山麓テフラとの対比および山頂堆積物の古地磁気学的年代推定

をおこない、山頂火口の活動年代について新知見が得られることが期待される。 

最終的に 

期待される 

研究成果 

 最新の山頂噴火を含む過去数千年間の噴火履歴を高度化することができる。 

 山頂火口がどのようにして形成されたのか？という問いに回答できる。 

 噴火地点や噴火様式の変動要因を検討するための基礎データが得られる。 

 山頂噴火がいつまで起こっていたのか、それはどのような噴火だったのかが明らかにな

り、今後富士山の活動が活発化した際に、行政機関等に対してより適切な助言ができ

る。 

 得られた知見を自然史や火山防災に関する普及啓発活動に活用することで、富士山の地

質学的価値や地域防災力の向上に貢献できる。 

 


